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Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ
ｒ
に
お
け
る
く
ま
モ
ン
の
評
判
分
析

│
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
│

畠　

山　

真　

一

１　

は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」（
地
域
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
）
の
中
で
も
っ
と
も
知
名
度
が
高
い
と
さ
れ
る
く
ま
モ
ン

も
、
そ
の
発
表
か
ら
ほ
ぼ
12
年
が
経
過
し
、「
話
題
に
さ
れ
や

す
さ
」
も
一
段
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
を
時
系
列
で
調
査
で
き
るGoogle 

T
rends

に
お
い
て
も
、「
話
題
に
さ
れ
や
す
さ
」
の
落
ち
着

き
は
確
認
で
き
る
。「
く
ま
モ
ン
」
を
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
２
０
１
０
年
３
月
か
ら
２
０
２
２
年
２
月
ま
で
の
期
間
に

お
け
る
検
索
数
を
表
示
す
る
図
１
に
お
い
て
検
索
数
の
ピ
ー

ク
は
※１*
、
２
０
１
６
年
４
月
付
近
、
す
な
わ
ち
、
熊
本
地
震

の
時
期
に
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
検
索
数
が
落
ち
着
い
て
き
て

い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
※２
。

　

同
様
に
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で
の
熊
本
日

日
新
聞
お
よ
び
朝
日
新
聞
で
の
く
ま
モ
ン
に
言
及
す
る
年
鑑

記
事
数
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
図
２
の
グ
ラ
フ
も
明
ら
か
な
下
降

ト
レ
ン
ド
を
描
い
て
い
る
（
直
線
が
線
形
回
帰
を
示
し
て
い

る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
２
０
１
０
年
代
前
半
に
く
ま
モ
ン
へ
の
言

※
１　

グ
ラ
フ
は
、Google T

rends

か
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
筆
者
作
成
。

※
２　

縦
軸
は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
検
索
数
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
割
合
を

表
示
し
て
い
る
。
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図１　2010年からのくまモンの検索数

図２　熊本日日新聞および朝日新聞にお
けるくまモンに言及する記事数
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及
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
以
後
は
認
知
度
が
高
い
ま
ま
で
あ

る
も
の
の
（
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、2016 ; 2020

）、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
の
「
話
題
に
さ
れ
や
す
さ
」

と
フ
ァ
ン
の
熱
量
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な

い
。
こ
れ
は
、Google

検
索
や
新
聞
記
事
で
は
見
え
て
こ
な

い
「
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
」
の
活
動
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、目
に
見
え
や
す
い
「
く
ま
モ
ン
へ
の
言
及
数
」

が
落
ち
着
い
た
今
こ
そ
、「
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
」
の
現
状
を
分

析
し
、
そ
の
分
析
に
基
づ
き
、
今
後
の
展
開
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

畠
山
（2022

）
は
、
代
表
的
なSN
S
（Social N

etw
ork 

Service

）
の
１
つ
で
あ
るT

w
itter

か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
析
の
視
点
か
ら
「
く
ま
モ
ン
」
の
評
判
を
分

析
し
、
次
の
４
点
を
主
張
し
て
い
る
。

⑴
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
（
４
節
よ
り
「
く

ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
」
と
呼
ぶ
）
は
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
、

ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
、
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
、
入
り
口
・

フ
ァ
ン
の
４
層
構
造
を
な
し
て
い
る
。

⑵
コ
ア
・
フ
ァ
ン
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
は
、
く
ま

モ
ン
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
が
極
め
て
高
く
、
重

要
な
消
費
者
で
あ
る
。

⑶
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
な
フ
ァ
ン
層
は
、

く
ま
モ
ン
の
魅
力
を
強
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
存
在

（
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
）
で
あ
り
、「
推
し
」
を
中
核
と

す
る
消
費
カ
ル
チ
ャ
ー
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い

う
行
為
そ
の
も
の
が
消
費
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
現
代

的
な
消
費
カ
ル
チ
ャ
ー
）
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
フ
ァ
ン
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、LT

V

（Lifetim
e V
akue

、顧
客
生
涯
価
値
）・

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
も
高
い
。

●
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
と
は
、
技
術
や
商
品
の
良
さ
を

広
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
人
物
を
指
す
。

⑷
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
は
、「
く
ま
モ
ン
」
を
身
内
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
ま
た
ノ
ー
マ
ル
な
フ
ァ
ン
層
は
、
く
ま
モ

ン
に
関
す
る
聖
地
巡
礼
（
く
ま
モ
ン
ス
ク
エ
ア
な
ど
）

や
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
の
購
入
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
上
述
の
知
見
の
う
ち
⑴
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お
よ
び
⑵
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

２　

本
報
告
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

２
．
１　

術
語
の
定
義

　

本
節
に
入
る
前
に
、
い
く
つ
か
用
語
を
導
入
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
フ
ァ
ン
ダ
ム
と
い
う
概
念
が
重

要
で
あ
る
。「
フ
ァ
ン
ダ
ム
」と
は
、何
ら
か
の
対
象（
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
映
画
が
典
型
的
）
へ
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
共
同
体

を
指
す
。
た
と
え
ば
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
ダ
ム
と
は
Ｓ
Ｆ
と
い
う

文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
熱
心
な
愛
好
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共

同
体
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
関
与
度
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。「
関
与
度
」

は
消
費
者
行
動
分
析
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
用
い
ら
れ

る
概
念
で
あ
り
、「
あ
る
製
品
（
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
）
カ
テ
ゴ

リ
ー
も
し
く
は
特
定
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
、
感
情
的
な
い
し

心
理
的
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
思
い
入
れ
や
こ
だ

わ
り
」
と
定
義
さ
れ
る
（
青
木2010

）。
関
与
度
は
連
続
的
な

ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
そ
の
高
低
を
議
論
で
き
、「
宝
塚
歌

劇
団
に
関
与
度
が
高
い
」や「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
に
関
与
度
が
低
い
」

と
い
う
言
明
が
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
与
度
と
い
う
概

念
は
、
い
わ
ゆ
る
「
熱
量
」
や
「
熱
狂
度
」
と
い
う
一
般
的

な
概
念
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
で
用
い
ら
れ
る
術
語
で
言

い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

２
．
２　

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
構
造
、
関
与
度
、
推
し
カ
ル
チ
ャ
ー

　

堀
田
（2015

）、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）
な
ど
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ァ
ン
集
団
、
す
な

わ
ち
フ
ァ
ン
ダ
ム
に
は
、
関
与
度
に
応
じ
て
階
層
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
堀
田

（2015

）
は
、
バ
レ
エ

や
オ
ペ
ラ
と
い
っ
た

舞
台
芸
術
フ
ァ
ン
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

基
づ
き
、
図
３
の
グ

ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
、

彼
が
超
高
関
与
層
と

呼
ぶ
圧
倒
的
に
熱
量

図３　ファンダムの構造と売上



－ 10 －

の
高
い
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層 

（
全
体
の
3.3
％
と
さ
れ
て
い
る
）、

熱
量
が
高
い
高
関
与
層 （
全
体
の
10
％
）
が
売
上
の
２
／
３
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る（
グ
ラ
フ
は
、佐
藤（2018: 

p.43
）
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
い
る
）。

　

同
様
に
鈴
木
（2015

）
は
、
宝
塚
歌
劇
団
フ
ァ
ン
ダ
ム
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
な
構
造
を
見
出
し
、
消
費
活
動
も
含
め

た
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

•

潜
在
層
：
興
味
は
あ
る
が
観
劇
に
至
っ
て
い
な
い

　
　

•

ラ
イ
ト
層
：
年
間
１
〜
３
回
の
観
劇

　
　

•

ミ
ド
ル
層
：
年
間
４
〜
９
回
の
観
劇

　
　

•

ヘ
ビ
ー
層
：
年
間
10
回
以
上
の
観
劇

　

鈴
木
（2015

）
に
お
い
て
も
、
堀
田
（2015
）
と
同
様
に
、

い
わ
ゆ
る
グ
ッ
ズ
の
購
入
に
関
し
て
ヘ
ビ
ー
層
が
高
い
支
払

額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

堀
田
（2015

）
は
、
超
高
関
与
層
の
購
買
力
に
注
目
し
た

も
の
だ
が
、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）
は
、（
超
）
高

関
与
層
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
佐
藤
（2018

）
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
出
し
て

い
な
い
が
、
宝
塚
歌
劇
団
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
鈴
木

（2015: p.115

）
に
よ
る
と
、（
超
）
高
関
与
層
（
鈴
木
（2015

）

の
言
う
ヘ
ビ
ー
層
）
の
一
部
お
よ
び
中
関
与
層
（
鈴
木
（2015

）

の
言
う
ミ
ド
ル
層
）
は
、
観
劇
の
際
、
友
人
を
同
伴
者
と
す

る
割
合
が
高
く
、
き
わ
め
て
積
極
的
に
他
者
推
奨
・
需
要
創

造
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

鈴
木
（2015

）
お
よ
び
佐
藤
（2018

）
の
言
う
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
力
は
く
ま
モ
ン
現
象
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
中
山

（2021

）
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
消
費
に
関
し
て
、『「
萌
え
」

か
ら
「
推
し
」
へ
』
と
い
う
変
化
が
発
生
し
て
お
り
、
内
面
的

な
消
費
で
あ
る
「
萌
え
」
か
ら
「
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

行
為
（
い
わ
ゆ
る
「
推
し
活
（
動
）」）
そ
の
も
の
が
消
費
行
動

に
含
ま
れ
る
と
い
う
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
分
析
に
基
づ

け
ば
、
蒲
島
・
正
木
（2014

）
の
言
う
「
く
ま
モ
ン
の
共
有
空

間
の
拡
大
」
に
お
け
る
「
フ
ァ
ン
に
よ
る
共
有
空
間
の
拡
大
」

は
「
推
し
活
」
の
一
種
で
あ
り
、
現
代
的
な
消
費
活
動
の
一
部

を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、（
超
）
高
関
与
層
お
よ
び
中
関
与
層
が
行
っ
て

い
る
他
者
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
種
の
消
費
活
動
で

あ
り
、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）、
中
山
（2021

）
の

議
論
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
新
た
な
消

費
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
正
の
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
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い
る
と
分
析
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
く
ま
モ
ン
を
積
極
的

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
行
為
は
、
く
ま
モ
ン
関
連

プ
ロ
ダ
ク
ト
消
費
（
そ
れ
は
、
熊
本
県
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
に
も
関
連
す
る
だ
ろ
う
）
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、
本
研
究
は

次
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、T

w
itter

に
お
け

る
投
稿
を
分
析
し
て
い
く
。

•

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
をT

w
itter

で
の
発
言
力
（
投

稿
量
）
と
同
一
視
し
て
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
を

４
層
に
分
割
す
る
。

•

「
関
与
度
」
と
い
う
概
念
は
な
じ
み
に
く
い
の
で
、

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
は
、
コ
ア
・
フ
ァ

ン（
超
高
関
与
層
）、ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン（
高
関
与
層
）、

ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
（
中
関
与
層
）、入
り
口
・
フ
ァ
ン
（
低

関
与
層
）
と
名
付
け
る
。

3　

使
用
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　

本
分
析
の
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
は
、T

w
itter

社
か
ら
提

供
さ
れ
て
い
るA

PI

を
利
用
し
て
、「
く
ま
モ
ン
」
を
本
文
に

含
む
投
稿
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
情
報

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

•

収
集
し
た
期
間
：
２
０
２
１
年
９
月
29
日
〜
２
０
２
２

年
１
月
５
日

•

本
文
に
「
く
ま
モ
ン
」
を
含
むtw

eet

の
中
で
明
ら

か
に
商
用
と
判
定
さ
れ
るtw

eet

を
取
り
除
い
た
（
同

一
ユ
ー
ザID

か
ら
のU

RL

や
価
格
提
示
を
含
む
繰

り
返
し
のtw

eet

を
排
除
し
て
い
る
）。

　

本
文
に
加
え
て
、
上
述
の
デ
ー
タ
に
は
、
次
の
よ
う
な
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

•

当
該tw

eet

を
ポ
ス
ト
し
た
ユ
ー
ザ
名
、
ユ
ー
ザ
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
、tw

eet

の
作
成
日
、返
信
（reply

）

な
ら
ば
誰
宛
か
、RT

数
な
ど

　

以
後
、
上
述
の
デ
ー
タ
を
く
ま
モ
ン
・
デ
ー
タ
と
呼
ぶ
。

４　

基
礎
的
な
分
析

４
．
１　

総tw
eet

数
、
言
及
ユ
ー
ザ
数

　

く
ま
モ
ン
・
デ
ー
タ
の
基
本
情
報
（
総
投
稿
数
、
異
な
り

の
言
及
ユ
ー
ザ
数
）
を
ふ
な
っ
し
ー
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と

比
較
し
て
提
示
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
※３*
。

※
３　

収
集
期
間
に
つ
い
て
は
、
く
ま
モ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。
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こ
の
デ
ー
タ
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

•

く
ま
モ
ン
と
ふ
な
っ
し
ー
は
、
総
投
稿
数
、
言
及
ユ

ー
ザ
数
に
関
し
て
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。

•

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
た
ユ
ー
ザ

数
が
明
ら
か
に
く
ま
モ
ン
・
ふ
な
っ
し
ー
に
比
べ
て

少
な
い
。

　

実
際
、
毎
日
１
回
以
上
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
、
週
１
回
以
上

言
及
す
る
が
毎
日
は
言
及
し
て
い
な
い
ユ
ー
ザ
、
月
１
回
以

上
言
及
す
る
が
週
１
回
ま
で
は
言
及
し
な
い
ア
カ
ウ
ン
ト
、

当
該
期
間
で
１
回
以
上
言
及
し
た
が
、
月
１
回
は
言
及
し
な

い
が
今
回
の
調
査
期
間
で
１
回
以
上
の
言
及
を
お
こ
な
っ
た

ユ
ー
ザ
の
数
を
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
表
２
が
得
ら
れ

る
（
カ
ッ
コ
内
は
言
及
回
数
で
あ
る
）。

　

表
２
は
、
く
ま
モ
ン
・
ふ
な
っ
し
ー
に
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
が
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
に
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
に
比
べ
て
、
有
意
に

週
１
回
以
上
言
及
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
（
カ

イ
二
乗
検
定
に
お
い
て p < .01

）、
こ
れ
が
全
体
の
投
稿
数

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
※４*
。

※
４　

こ
の
結
果
は
、
い
わ
ゆ
る
世
界
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
よ
り
も
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
、
熱
量
の
高
い

フ
ァ
ン
層
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

くまモン ふなっしー ミッキーマウス

総投稿数 71977 65084 53541

言及ユーザ数（異なり） 29313 30952 26738

表１　ふなっしー、ミッキーマウスとの比較データ⑴

くまモン ふなっしー ミッキーマウス

毎日１回以上言及（90回以上） 93 69 6

週１回以上の言及（13回以上90回未満） 453 381 192

月１回以上の言及（３回以上13回未満） 2850 2618 1582

月１回未満の言及（１回以上３回未満） 25917 27883 24958

表２　ふなっしー、ミッキーマウスとの比較データ⑵
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４
．
２　

テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
基
礎
的

な
デ
ー
タ

　

テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
自
然
言
語
処
理
を
用
い

て
文
章
を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
有
益
な
情
報
を
探

し
出
そ
う
と
す
る
分
析
手
法
を
指
す
。
多
く
の
場
合
、
文
章

を
形
態
素
解
析
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
単
語
の
頻
度
（
ど
の

単
語
が
何
回
使
わ
れ
て
い
る
か
）
を
ベ
ー
ス
に
分
析
さ
れ
る
。

本
節
で
は
、
今
回
収
集
し
た
く
ま
モ
ン
へ
の
言
及
を
含
む

tw
eet

本
文
に
出
現
す
る
単
語
の
頻
度
の
あ
ら
ま
し
を
提
示
す

る
。

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ 

を
効
率

よ
く
実
施
す
る
た
め
に
前
処
理
（
絵
文
字
の
除
去
や
文
字
種

の
正
規
化
）
し
、
明
ら
か
に
商
用
と
考
え
ら
れ
る
投
稿
を
取

り
除
い
た
上
で
、
形
態
素
解
析
（m

ecab + m
ecab-ipadic-

N
Eologd

（
佐
藤
・
橋
本
・
奥
村, 2017

）
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

し
た
辞
書
を
使
用
）
を
お
こ
な
い
、
名
詞
・
形
容
詞
・
呼
び

か
け
語
の
頻
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
表
３
よ
う
な
上
位
頻
度

語
が
得
ら
れ
た
（
上
位
25
位
ま
で
を
リ
ス
ト
し
て
い
る
）。

順位 単語 頻度
14位 嬉しい 1551
15 位 熊本県 1496
16 位 楽しい 1477
17 位 布団 1375
18 位 お疲れさま 1285
19 位 写真 1272
20 位 美味しい 1234
21 位 w 1193
22 位 WWW 1190
23 位 おつくさま 1188
24 位 ラン 1143
25 位 笑顔 1101

順位 単語 頻度
１位 くまモン 75378
２位 おやくま 8985
３位 可愛い（かわいい） 6628
４位 熊本 6350
５位 くま 5371
６位 おはくま 5215
７位 モンちゃん 4059
８位 いい（良い） 4014
９位 笑 3037
10 位 ありがとう 3000
11 位 部長 2098
12 位 １日 1612
13 位 ω 1591

表３　名刺・形容詞・呼びかけ語の上位頻度（25位以内）
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５　

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
構
造

５
．
１　

Tw
itter

投
稿
か
ら
み
た
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
の

構
造

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
４
層
構
造
（
堀

田, 2015; 
和
田, 2015

）
分
析
は
、
両
者
と
も
に
舞
台
芸
術

を
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的

に
観
劇
の
回
数
（
劇
場
に
何
回
訪
れ
た
か
）
を
指
標
と
し
て
、

そ
の
関
与
度
を
計
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
指
標
は
、
も
ち
ろ
ん
く
ま
モ
ン
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
は
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
代
替
物
と
し

て
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
はtw

itter

で
の
言
及
数
に
注
目
す
る
。

　

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「（
超
）
高
関
与
層
」
は
愛
好
す

る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
・
作
品
に
関
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力

が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、『「
萌
え
」
か
ら
「
推
し
」
へ
』

と
い
う
消
費
形
態
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
力
は
関
与
度
を
計
測
す
る
重
要
な
指
標
と
な
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
の
視
点
に
立
ち
、
言
及
投
稿
数
を
関
与

度
の
計
測
に
使
用
し
、
そ
れ
を
も
と
に
分
析
を
す
す
め
て
い

く
。

　

こ
こ
で
は
、
鈴
木
（2015

）
の
議
論
を
踏
襲
し
、
図
４
に

図
示
さ
れ
る
フ
ァ
ン

ダ
ム
の
４
層
構
造
（
コ

ア
・
フ
ァ
ン
、
ノ
ー
マ

ル
・
フ
ァ
ン
、
ラ
イ
ト
・

フ
ァ
ン
、
入
り
口
フ
ァ

ン
）
を
仮
定
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
先
の
表
２
に

記
述
す
る
「
毎
日
１
回

以
上
の
当
該
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
言
及
す
る
層
」、

「
週
１
回
以
上
言
及
す
る

層
」、「
月
１
回
以
上
言

及
す
る
層
」、「
月
１
回

コア

コア

ノーマル

ライト

入り口

図４　ファンダムの階層

集団 言及頻度 ユーザ数 言及投稿数 総言及投稿数に占める割合

コア 毎日１回以上 93 14178 20％

ノーマル 週１回以上 453 14781 20％

ライト 月１回以上 2850 13351 20％

入り口 月１回未満 25917 29667 40％

表４　各層のユーザ数と tweet 数
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未
満
言
及
す
る
層
」（
す
な
わ
ち
何
ヶ
月
か
に
１
回
言
及
す
る

層
）
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
対
応
と
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
で
の
言
及
投
稿
数
お
よ
び

総
投
稿
数
に
占
め
る
割
合
を
入
れ
る
と
表
４
が
得
ら
れ
る
。

　

こ
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
は
、
総
ユ
ニ
ー

ク
・
ユ
ー
ザ
の
0.3
％
で
あ
る
93
ユ
ー
ザ
に
す
ぎ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
言
及
投
稿
数
の
20
％
（14178 tw
eets

）
を

投
稿
し
て
お
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
が
極
め
て
高
い
集
団
、

す
な
わ
ち
推
し
活
動
に
も
っ
と
も
積
極
的
な
フ
ァ
ン
集
団
と

考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
も
、
総
ユ
ニ
ー

ク
・
ユ
ー
ザ
の
1.5
％
で
総
言
及
投
稿
数
の
20
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
高
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
量
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
、SN

S

に
お
い
て

キ
ー
ワ
ー
ド
や
当
該
投
稿
の
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
を
分
類
す
る

た
め
に
ユ
ー
ザ
自
身
が
付
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
り
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
検
索
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
ト
レ

ン
ド
の
提
示
を
通
じ
て
、
極
め
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
集
団
毎
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
数
の
デ
ー
タ
は
、
次
の
表

に
示
さ
れ
る
※５*
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
当
該

投
稿
を
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
広
報
す
る
機
能
（
拡

散
力
を
高
め
る
機
能
）
を

持
つ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
利

用
に
つ
い
て
も
、
コ
ア
・

フ
ァ
ン
の
利
用
が
突
出
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
も
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
（
推
し
活
動
力
）
は
き
わ
め
て
高
い
（
活

発
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　

４
．
２
節
で
言
及
し
た
中
山
（2021

）
は
、
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
「
推
し
」
活
動
と
捉
え
て
お
り
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
消
費
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
に
お

い
て
コ
ア
・
フ
ァ
ン
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
は
、
く
ま

モ
ン
消
費
に
お
い
て
良
い
循
環
を
生
み
出
す
き
わ
め
て
重
要

※
５　

た
だ
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に
つ
い
て
は
、
行
頭
が
＃
で
始
ま
る
も
の
を
カ

ウ
ン
ト
し
た
。

集団 ユーザ数 ハッシュタグ数

コア 93 188

ノーマル 453 4

ライト 2850 12

入り口 25917 11

表５　各集団に見られるハッシュタグ数
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な
フ
ァ
ン
階
層
と
考
え
ら
れ
る
。

６　

お
わ
り
に

　

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、T

w
itter

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

た
「
く
ま
モ
ン
」
の
評
判
調
査
を
お
こ
な
い
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ

ン
ダ
ム
の
構
造
お
よ
び
フ
ァ
ン
ダ
ム
を
構
成
す
る
集
団
の
特

性
を
明
ら
か
に
し
た
。
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